
Winter

まっすぐのびた木々の　更に上

朝の光が　染めきらぬ布にも似た色で

うす青い空の外側を包んでいる

｠

背すじをのばして　凍てついた空気を吸い込み

鼻の奥に　甘い香りをさがす

｠

さみしかった枝には　やがて鳥が飛び交い

ちいさなつぼみが　少しずつ肩の力をゆるめる

｠

さぁ　あたたかいものがいっぱいつまった季節がやってくる

あなたの一歩を迎えるために

08 6

岩穴口康次、渡邉篤子（まちにわ師 ）
浅見美沙、田中宏明

2017 年 2 月 28 日

月 ２ 回「まちにわ  ひばりが丘」
の情報や、イベント情報などを
お送りしています。左の QR コー
ドから登録、または、件名を「メー
ル マ ガ ジ ン 登 録 希 望」と し て
info@machiniwa-hibari .org
までご連絡ください。

まちにわ  ひばりが丘 2016 年度法人賛助会員

賛助会員募集中！

年末の年越しそば、年始のお餅つきイベントな
ど季節の行事が開催された冬。たくさんの方々
にお越しいただきました。12 月からは第 3 期
まちにわ師養成講座もスタート。連続講座を通
して、「街に和」を描く活動仲間が新たに加わ
りました。まちにわリビングではひばりテラス
118 で は 他 団 体 さ ん と の コ ラ ボ、
COMMA,COFFEE の 特 別 営 業 イ ベ ン ト

「BAR,118」では「ゲームボード night」を開
催するなど、ひと味違ったイベントも開催され
ました。

平田武（写真）
岩穴口亜紀（詩）
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写真
《座談会に参加されたみなさん》
まちにわ ひばりが丘事務局、ひ
ばりが丘フィールズ・コミュニ
ティ担当理事、まちにわ師

まちにわ師活動日誌＃3

まちにわ師コラム

昨年 10 月に「ひばりテラス 118」で行ったイベント「NIWA JAM 
2016」の中で、100 人が一同に介し、一緒に食事し、交流する「まち
にわ食堂」を開催しました。このイベントは、フランスでおきた高齢者
の孤独死をきっかけに、住民が、交流を目的とした食事会を行ったこと
から始まったイベント「隣人祭り」を基にしています。「まちにわ師」と
して、これからも色々な形で、ひばりが丘の街に暮らす多世代の方々が
自然と交流できるきっかけとなる活動を続けていければと思っています。
もし、ご興味のあるイベントがあったらぜひ、一緒に楽しみましょう！！

筆者：まちにわ師　岩穴口　康次

まちにわからのお知らせ

3/18（土）まちにわ防災講座
「東日本大震災のリアルから学ぶ まちとしての備え」

日時：2017 年 3 月 18 日（土）13:00〜15:00
会場：ひばりが丘パークヒルズ 南集会所
参加費：まちにわ ひばりが丘個人会員・・・無料
　　　　ひばりが丘団地自治会員・・・無料
　　　　その他・・・1 家族 500 円

ひばりが丘団地エリアでの防災減災について考えるまちにわ防
災講座。
今回は一般社団法人まちにわ ひばりが丘が主催し、ひばりが丘
団地自治会と共催。
内容も特別編として、宮城県南三陸町を拠点に「よき避難者」
を育成する防災減災事業に取り組む復興応援団代表の佐野哲史
さんをお招きし、お話を伺います。
東日本大震災での復興活動から見えてきた、地域として日頃か
らできる備えについて、一緒に考えましょう！
申し込み・お問い合わせは事務局まで。

1 日 21 日（土）、ひばりテラス 118 において、ひばりが丘フィール
ズにお住まいの方対象の防災ワークショップがおこなわれました。

講師は Community Crossing Japan の吉高美帆さん。防災、減災の
研修の専門家として、ひばりが丘でのワークショップをお願いして
います。

今回は少人数のグループに分かれての自己紹介から始まり、自分の
気づきや感想等を書いたり、発表することによって、災害時の対応
について理解が深まっていきました。特に今回のテーマ「トイレ」は、
生活するうえでは避けて通れない問題なので、参加されたみなさん
には大変ご満足いただけたようです。

次回は 3 月 18 日に防災講座「東日本大震災のリアルから学ぶ まち
としての備え」が予定されております。こちらはどなたでもご参加
いただけて、まちにわ ひばりが丘個人会員、ひばりが丘団地自治会
員は参加費無料になります。ぜひ「よき避難者」の仲間を増やして
いきましょう。ご参加、お待ちしております！

「防災ワークショップ」アンケートより
問題意識を共有し、参加できなかった人にも知って欲しい。
今回のテーマ（トイレ）についてはほとんど考えていなかったので、
それについて考えることができて良かったと思います。
他のテーマについても、是非参加させて頂きたいです。
皆さんと話し合った事で、気付いてない事を気付かせていただいて、
対策をイメージしやすくなりました。
大震災の経験をふまえた具体的で、リアルな勉強になった。
自助と共助の大切さ、特にマンションの強みを活かした共助体制を
作れることに気付いた。

Community Crossing Japan
吉高美帆

防災減災への近道は、私たち自身が「よき避難者」とな
ること。受け身で支援を待つのではなく、変化する状況
のもとで主体的に適正な行動を取ることができる避難者
です。日頃から必ず行っていただきたいことは「家具転

倒防止」、特に寝室には大きな家具を置かないでください。また、備蓄
品として準備されているラジオは「地域のコミュニティ FM（FM 西東
京 84.2MHz）」に合わせておいてくださいね。そう
そう、マンション防災には災害用トイレも欠かせな
いのですが…気になる方は、ぜひ防災ワークショッ
プへお越しください。皆さんの不安を分かりやすく
解消させる、お手伝いをしたいと考えています！

講師から
一言！

ひばりが丘フィールズ向け
防災ワークショップを開催しました！

ひばりテラス 118
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